
令和４年度 地区研修園 研修報告 

地区名 北部地区 

 

園名 あけぼの学園 あけぼの幼稚園 

 

研修主題 「自ら運動遊びを楽しむ子を目指して」 

 

設定理由 

当園では、毎週木曜日を「スポーツの日」とし、外部講師（ヤマスポーツクラブ）から、各学年ごと運動遊び活

動に取り組んでいる。（満３歳児…20分間、３歳児…30 分間、４歳児…30 分間、5歳児…40 分間） 

 また、日常毎日午前と午後に外遊びの時間を設ける等、子どもたちの運動遊び活動を保育活動の重要 

な柱の一つに位置づけている。 

スポーツの日には、身体の動かし方や用具の基本的な扱い方などを指導しており、子どもたちも興味を持って取

り組んでいる。スポーツ経験が豊富な子や運動あそびが好きな子は日常でも積極的に遊びに取り入れるが経験が少

ない年少児や運動あそびが好きでない子は自由遊びで取り入れていない姿がある。 

スポーツの日活動はもちろん日常の運動遊びを保育者の創意工夫で、一人ひとりが全身を使った身体運動を楽し

むことが、子どもたちの基礎的な運動能力(走る、跳ぶ、ぶら下がる、よじ登る、投げるあるいは柔軟性、持久力

等)を伸ばし、さらに様々な運動への意欲が高まり、子どもたち自身が運動遊びの面白さを感じていき、自ら運動遊

びを楽しむ子が増えていくのではと考えた。 

 

研修の進め方 

①園全体の子どもたちの運動遊びの現状を把握すると共に、各学年ごと子どもの姿、運動遊び活動の内容及び保育

者の関わり方(指導方法)を点検し、年間目標や活動内容を設定する。 

② 指導案に沿って保育実践し、評価・反省を全体で共有する。 

③ 評価・反省に基づき、次年度以降の課題をまとめる。 

 

研修経過 

６月２日・７月１２日   研修主題及び研修の進め方について話し合い 

８月４日・９月１６日・１０月３日  保育実践及び子どもの運動遊びの現状把握について話し合い 

１０月１６日 各学年の運動遊び年間計画について話し合い 

１１月２９日 各学年の保育実践と反省(各学年毎) 

１２月２日・１２日 各学年の保育実践と話し合い(全学年) 

１２月２６日 運動遊びについてのリモート研修会 

１月３０日  公開保育・意見交換会(北部地区各園参加) 

２月７日   研究・研修活動のまとめについて話し合い及び報告書作成 

 

実践報告 

スポーツ活動以外で行う各学年毎の運動遊びを公開し、自由に見学して頂いた後に、意見交換会を行う。 

日時：令和５年１月３０日(月) 

活動公開時間…１０：４５～１１：１５ 意見交換会…１５：３０～１６：３０ 

場所：あけぼの幼稚園 運動場(きっず広場・鬼ごっこ広場)、遊戯室 

内容：３歳児 だるまさんがころんだ・サーキットなど 

４歳児 なわとび・かけっこ 

   ５歳児 ドッジボール 

ねらい：自分の身体をコントロールしながら、遊ぶ楽しさを味わう 

☆公開保育評価 

(３歳児)・だるまさんがころんだでは、これまでの経験からルールをよく理解して遊んでいる。「だるまさんがこ 

ろんだ」を言うスピードを上げても、素早く止まれるようになってきた。 

・サーキットでは、「これできるよ」「簡単」と言いながら、自分の力でやろうとする子が多くなって 

きた。平均台に障害物を置いても、両手を広げてバランスを取りながら進むことが出来ていた。 



(４歳児) ・なわとびは、これまでの経験もあり跳べる子が増えており、練習の成果を見てほしいと話す子が多かっ

たため出来たことを褒めるように声がけした。 

     ・かけっこは、ペアを自分たちで組むように伝え、競争する楽しさを感じられるように出来た。 

・外遊びでも鬼ごっこなどで走っている姿が多くみられるようになった。 

(５歳児)・コートの範囲や試合の役割(ジャンピング・元外野)を子どもたちが主体となり進めることができた。 

・子どもたち同士で声を掛け合う姿が多くあり、今までのボール遊びの経験が生かされていたと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆各学年の気付きと評価 

(３歳児) 

・１年を通してリトミック、追いかけっこなど簡単な遊びから始まり、そこから用具を用いたりルールのある遊び

をしたりと経験を積んでいくことが出来た。 

・２学期半ば頃(運動会終了後)からは、運動遊びに興味を持って、遊びに取り入れる姿がよく見られ、進んでたい

こ橋やロープ登りをするこが増えてきた。 

(４歳児) 

・「速く走る」などと目標をたてて走る姿も見られるようになり、走ることに積極的に取り組めるようになった。 

・得意・不得意があるが、子どもたちが運動遊びに積極的に取り組む姿を見ていると、「運動あそびを楽しむ」こと

が出来た。研修主題話し合い 

(５歳児) 

・楽しいだけではなく、難しいことにチャレンジしたり継続して練習することの大切さを知ることが出来、出来る

ようになったことに対し、達成感を得ることが出来た。 

・集団遊びをするときも、自分たちでルールを決めたり、声をかけ合いゲームを進めることが出来た。 

(鬼ごっこやボール遊びなど自分の経験からこうした方がいいなどの意見が出る) 

 

全体の評価とまとめ 

友だちとの自由遊びや保育者と行う運動あそび活動などの経験から遊びのレパートリーも増え、子どもたち同士

で遊びを提案する姿が見られるようになった。 

出来る事が増えたため「やってみよう」「できるかも」と意欲・自信につながり、自ら運動遊びを楽しむ子が増え

た。 

専任講師の指導によるスポーツの日活動と普段の運動遊び活動とのつながりを各保育者が意識し、子どもたちの

運動遊びがより発展していくよう工夫する指導・援助につながった。 

以上の通り、様々な運動あそび活動経験の蓄積が子どもたちの運動能力の発達につながり、ひいては子ども自身

の「できるかも」「やってみよう」という自身・意欲につながり、自ら運動あそびを楽しむ子どもに近づけるのでは

ないか、またその為の日常の運動あそび活動を講師によるスポーツ活動との要関連を意識するあるいは用具・遊具

の配置等の運動あそび環境の整備・工夫が大切になると考えられる。 

 

今後の課題 

段階を踏み運動技術を習得していくため、中間まとめの課題にもあったように、３～５歳児までの縦の繋がりも

意識した年間目標カリキュラムを専門講師とも相談をして作成する。 

意見交換会での意見を参考に、子どもたちのやる気や積極性にもつながるようカード化し目標設定をする。 

 

 


